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児童会活動の一環で、全校児童が集まって人権集会をしま

した。人権に関わるアンケートの結果を伝えたり、各学級の

代表が学級会で人権について話し合ったことや今後の目標を

発表したりしました。最後に全校児童で「①人の気持ちを考

えて行動する②人の嫌がることをしません、言いません③誰

とでも仲良くする」という安心・安全宣言をしました。寒い

日でしたが、心は温かくなりました。 

   学校訪問指導  同和問題学習 6年生 
 

出雲市教育委員会同和教育啓発指導員 林先生に来校していただき同和問題学習の学校訪問指導があ

りました。6年生社会科「世界に歩みだした日本」の水平社宣言に関わる学習を参観していただきまし

た。荊冠旗、立ち上がった青年たち、水平社宣言などの資料をつかって授業を展開しました。子どもた

ちは西光万吉さんやそれに賛同した青年たちの思いに寄り添ったり、水平社宣言から思いを考えたりし

て話し合いました。友達の意見を聞き合うことで、人間の尊厳を大切にする生き方に共感していく姿が

ありました。教師の人権尊重への熱い思いが子どもにも伝わっているようでした。林啓発指導員には、

授業後に資料の扱い方や展開など指導助言をいただき、とても良い研修になりました。ありがとうござ

いました。 

学校訪問指導 学力育成～2年生国語科学習指導を通して～ 

 

出雲市教育委員会荒瀬教育指導員に来校していただき学力向上訪問指導がありました。2年生国語科の

授業研究会をしました。本校は社会科と国語科の研究を進めており、個別最適な学び、協働的な学びに向

けて取り組んでいます。本時では説明文「あなのやくわり」を読んで自分の体験や考えたことをつなげて

話すことができるよう授業を展開し、子どもはタブレットで撮った自分の見つけた植木鉢のあなを見せ

校 訓

・努力をする子ども（意）

・よく考える子ども（知）

・からだを鍛える子ども（体）

・仲よくする子ども（情）～人権集会～ 

仲よくする子 

育成すべき資質・能力 

■あいさつ・返事・ルール・マナー・言葉遣いなど身につけている（知識・技能） 

■多様な価値観を認め合い自分たちで解決しようとする（思考力・判断力・表現力） 

■思いやりをもって他者と関わり合い、自己肯定感をもてている（人間性等の涵養） 

 



ながら話しました。子どもが「えっ？」「なんで？」と思うような発見

があり、子どもの追究意欲が高まる場面もありました。授業後の協議

では教員がタブレットでジャムボードを使って意見交換をしました。

他者の意見を見ながら自分の意見を重ねることができるので、わいわ

いと言いながらグループごとに授業の改善点を見出していきました。

頼もしい荘原小の教員です。荒瀬指導員には、言葉を大事にした授業

であり、目標とまとめの整合性、指導に生かす評価などゴールの姿が

明らかにしてあるとほめていただきました。改善点などもご指摘い

ただきましたので、今後の授業改善に生かしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神庭岩船山古墳模型（３Ｄプリンター印刷）寄贈のお礼 

開校記念写真のドローン撮影や神庭岩船山古墳の測量、そし

て 6年生への出前授業などでお世話になったコスモ建設コンサ

ルタント様から神庭岩船山古墳模型の贈呈がありました。校庭

に隣接する神庭岩船山古墳は県指定文化財です。その古墳をド

ローンで測量して 100分の１の大きさに３Ｄ印刷で製作してい

ただきました。とても高い技術力が駆使されており、貴重なも

のです。開校 150周年の記念になるようにと製作してください

ました。ありがとうございます。 

図書の寄贈  お礼 

 

富岡俊夫様より子どもたちの

読書生活の充実に役立てほしい

という思いから、図書の寄贈が

ありました。最近、話題の児童図

書です。ありがとうございます。

大切に活用をさせていただきま

す。 

 

大谷翔平選手からの寄贈 

夢を与えてくれる大谷選手から学校にグローブ三つの

寄贈がありました。みんなが心待ちにしており、6 年生の

代表がキャッチボールをして見せました。最初はクラスご

とに回して使います。それ以降は自由に貸し出しをしま

す。 

☞日々の様子については、荘原小学校ＨP・ブログをご覧ください。 

 


